
 

 ☜ 垂井署のホームページにつながります。 

ご覧ください 

空空  きき  巣巣  警警  報報！！  

 

                       

                   

平成３０年３月発行 

垂井警察署 ２２－０１１０ 

関ケ原交番 ４３－０００２ 

            今須駐在所 ４３－５４１３  

小学生の歩行中の交通事故では、1年生の死者・重傷者数は 6年生の 2.9倍に上ります。 
また「午前 7 時台」「午後 2 時～5 時台」が多く、登下校中や遊びのために外出した際が多く

なっています（最多は「下校中」）。 
そして死者・重傷者の約 3割が、飛び出しが原因です。 

 
子供に対し、次の安全な横断の仕方をしっかり教えましょう。 

       〇 横断歩道や信号機が近くにあるときは、そこまで行って横断する 
       〇 横断時は「必ず止まる」「右左をよく見る」「車が止まっているのを確認する」 

〇 横断歩道では、手をあげる、運転者に顔を向けるなどして横断する意思表示 
をする 

〇 信号が青のときも、必ず右左を見て、車が止まっているのを確認してから 
横断する 

 
 また、子供と大人では目の高さが大きく異なります。 
塀や生垣などがある場合、大人なら見通せても子供では見通せない場所があります。 
子供と一緒に通学路などを歩き、子供の視点から交差点や横断歩道、見通しの悪い場所などの

危険箇所を確認して、安全な歩き方を教えましょう。 
 
  ドライバーの方も 
 〇 子供は車に気付いていないかもしれません。 

子供を見かけたら速度を落とし、間隔をあけたり、一時停止するなどしましょう。 

 〇 子供が横断しようとしている時は、一時停止し、渡り切るのを見届けてから、ゆっくり 
発進しましょう。 

 

 
 
 
 
子供は大人のマネをします。大人がお手本となって交通ルールを守りましょう。 

そして他の通行者への思いやりを示しましょう。 
 

 

 
令和７年になり、垂井警察署管内において空き家に対する侵入盗被害が多発しています！！ 

 
犯行前、犯人は空き家を探し、下見をしている可能性が高いです。 

 
〇 不審な車・・・普段見かけない車、周囲をウロウロしている 

 
〇 不審な人・・・家を覗き込む、インターホンで留守を確認する 

 
を見かけたらすぐに１１０番又は最寄りの警察署、交番、駐在所に通報 

してください。 
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